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What’s

国内外の文献データベースを用いた先行研究調査を
図書館スタッフが研究者に代わり行う人的支援サービス

2016年7月正式スタート
医学部・歯学部・保健学科のスタッフ3名が担当

https://www.lib.hokudai.ac.jp/med/search/

文献検索相談・代行サービスとは

概 要

URL



代行検索の始まり
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きっかけは利用者アンケート

システマティックレビューのための

文献検索のサポートは可能でしょうか？

研究者
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What’s

クリニカルクエスチョン （clinical question）に対して
研究を網羅的に調査し、同質の研究をまとめ、
バイアスを評価しながら分析・統合を行うこと*

システマティックレビューとは

5＊ “Minds診療ガイドライン作成マニュアル2017 第4章システマティックレビュー | Mindsガイドラインライブラリ”. 
https://minds.jcqhc.or.jp/s/guidance_2017_4_h, (参照 2019-06-18).

論文

論文論文

論文

One
Review
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Increasing tendency
システマティックレビューの数
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Cf.

患者と医療者の意思決定を支援するために
最適と考えられる推奨を提示する文書

似たものに診療ガイドライン

作成プロセスにおいて

システマティックレビューを

利用/作成

日本医学図書館協会（JMLA）で

ガイドライン作成のための

文献検索業務を学会から受託

（2019.6現在受付停止中）
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インタビューを上司へ報告したところ

JMLA北海道地区総会の議題に
医学図書館員が取り組むべき今日的課題であり

積極的に勧めるべき

JMLA地区研修会（2014.8）

システマティックレビューをテーマとした研修会の実施
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しばらく停滞することに…（反省）

スキル不足 なにをどう
進めれば…？

当事者意識の薄れ

で
も

そ
も
そ
も

い
つ
し
か

日常業務では
培われない

依頼がないと
実践も積めない

自分の手から
離れたような気に

しかし
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その後、正式にサービスとして可視化

先生からの再度の声がけにより
大学院生のシステマティックレビュースタディに参加（2015夏）

結局

人脈づくり

JMLA総会分科会*に
協力員として参加

文献で勉強

JMLA主催の
講習会**に参加

準備したこと

*第86回日本医学図書館協会総会分科会C1「『Minds診療ガイドライン作成の手引き2014』を学ぶ」
**JMLA文献検索講習会（上級）（現在の「診療ガイドライン文献検索ワークショップ」）



代行検索の今
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Statistic
利用状況
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システマティックレビュー ガイドライン その他の目的での文献検索・相談

サービス開始
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Process
システマティックレビュー作成のプロセス

エビデンスの収集

スクリーニング

個々のエビデンスの評価

エビデンス総体の評価

レポートの作成
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Process
代行検索のプロセス

研究者

図書館

申し込み

事前調査

打
ち
合
わ
せ

フィード
バック

検索式の
提案

文
献
情
報
の
共
有

エビデンスの収集
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Pre-survey
事前調査

CQの確認 /
PICOによる
定式化

疾患・治療法
背景・用語

ガイドライン
旧版

既知文献・
類似のレビュー

MeSH /
キーワードの

確認
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Process
代行検索のプロセス

研究者

図書館

申し込み

事前調査

打
ち
合
わ
せ

フィード
バック

検索式の
提案

文
献
情
報
の
共
有

エビデンスの収集
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検索を希望するデータベース
・ PubMed ・ 医中誌Web
・ Cochrane Library
・ EMBASE

Meeting

共著者・謝辞 / 協力者として
名前と所属を記載してもらえるようお願い

打ち合わせ

スケジュール 文献情報の
共有方法

疑問点の
解消

その他
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Process
代行検索のプロセス

研究者

図書館

申し込み

事前調査

打
ち
合
わ
せ

フィード
バック

検索式の
提案

文
献
情
報
の
共
有

エビデンスの収集
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Example

PubMed / The Cochrane Library / EMBASE*
*北大で契約がないため他機関へ出張

日本精神神経学会学術総会シンポジウム発表（2019.6）
論文化も予定（図書館員が共著者・謝辞へ）

ADHD治療薬の中止に関するガイドライン（2018）

使用データベース

成果
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Search Strategy
検索式の提案

ADHDのキーワード表（抜粋）

概 念 検索語

Attention Deficit Disorder with 
Hyperactivity/drug therapy[MH]

ADHD[TIAB]

ADDH[TIAB] 

AD/HD[TIAB]

：

注意⽋如・多動症

担当者が
それぞれ考え
突き合せ
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Search Strategy
検索式の提案

検索式（抜粋）
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Search Strategy
検索式の提案

先生とのやりとりの例

Q. 検索の対象とする薬物は？

A. 国内外で承認を受けている薬物としてください

Q. 薬剤の商品名も検索語に含めた方がよいですか？

A. 商品名は不要です
わからない
ことは

確認する
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Process
代行検索のプロセス

研究者

図書館

申し込み

事前調査

打
ち
合
わ
せ

フィード
バック

検索式の
提案

文
献
情
報
の
共
有

エビデンスの収集
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EndNote
文献情報の共有



代行検索のその先
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User’s voice

JMLAの受託事業は
いっぱいで断られてしまいました

質の高さに感心しました

無料でいいのですか？
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Features

図書館員を貸し出す

代行検索サービスの特徴

研究者個人に
深く対象

多くの利用者に
浅く

提供するもの

図書館員コレクション

スペース 情報・助言
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Skills & Competencies

これらを磨き能動的に待ち受ける

必要なスキルとコンピテンシー

基礎的な
医学的知識文献検索 研究デザイン・

統計

英語 コミュニケーション能力
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Challenge ＆ barriers
課題

人事異動のリスク 時間効率？

文献検索や
作成プロセスを
図書館がどこまで

教育？

マニュアル作成 定量的な評価難

人材育成 業務評価 研究者への教育
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Benefits
得られるもの

• 文献検索にかかる負担・時間減
• 質と中立性の向上
• 文献検索・管理の知識向上

• 被引用の多い論文の生産に貢献
• 若手研究者支援
• ステークホルダーの理解
• プレゼンス向上
• レファレンス件数増加
• 別サービスへの波及

研究者 図書館
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Keep Rolling

誰かをあてにしていても前には進まない

十分に準備することは大事
でもときには学びながら走ることも大事

困ったら先人に頼ろう

サービスを可視化するのも大事

研究者とのさらなるコラボレーションのために
今後チームの実力をさらにつけていきたい

まとめ
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